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人体クロッキーの描画法に関する一考察

桶田洋明中

(2008年 10月30日受理)

A Study of Drawing Techniques for Figure Croquis 

OKEDA Hiroaki 

要約

日本国内で用いられるクロッキーの概念と種類、そしてそれぞれの役割を検証し、類似語であ

るスケッチやデッサン等との相違点を挙げる。それにより、クロッキ一独自の表現要素を抽出し、

絵画の基礎的訓練において、より具体的に生かしていく。人体のクロッキーにおいては、描画す

る機会が得やすいため、クロッキー技術の向上に適したモチーフであるが、複雑な形体で形成さ

れているため、詳細な描画計画が必要とされる。それらをまとめることで、効率よく人体のクロッ

キー技術を習得することができる。

キーワード クロッキ一、スケッチ、人物画、描画技法、絵画

I はじめに

本稿は、平成 21年3月発行の鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要第 18巻「美術教育にお

けるクロッキ一指導に関する一考察」と、同大学教育学部研究紀要第 60巻「人体クロッキーの

指導法に関する一考察」の拙稿に並行して研究したものである。

日本国内で現在用いられる、クロッキーという言葉が持つ概念と種類は多岐にわたっている。

類似語も数多く存在しており、しかしながらそれぞれは微妙に意味合いが異なるため、本来は

該当しない範囲まで意味が解釈されていることが多く、ますますそれぞれの概念が分かりにくく

なっている。そのため、自ら学んだり、他者を指導したりする際に、広義な範囲での指導に陥り

やすく、結果的に成果が得にくくなる傾向が見られる。
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また、クロッキーの技法書等における先行研究においては、描き手独自の技法が前面に出てい

るため、客観性に欠けるものが多く、第三者が参考にして描写するためには必ずしも適したもの

ではないと思われる。

そこで、クロッキーの描画に際して客観性を維持した、体系的な描画法を研究することを本稿

の目的とする。本研究によって、クロッキーの種類と役割を理解し、技法の観点を明確にするこ

とができ、効果的なクロッキー技法の習得をめざす。

E クロッキーの種類とその役割

1圃 クロッキーの定義と類似語

クロッキーは、「短時間でする写生。速写。英語のスケッチに相当する語。日本では写生をス

ケッチ、略画・速写画をクロッキーという(1)oJとあるように、絵画における基礎的な能力習得

に欠かせない描画法である。文献等によると総じて『短時間での描写』という共通項が挙げられ

るO しかし、「スケッチと同義。また、建築、彫刻、絵画、デザインの最初の構想を思うままに

描いた素描。いずれも作者にとって直接的なものである (2)oJと、作品のエスキースとしてクロッ

キーを解釈しているものもある。以上のことからも、制作時間や描写する目的によって、クロッ

キーは幅広く用いられていることがわかる。

制作
種類 線と面の割合 主な役割

時
間

クロッキー 線による描写 速写菌、略画動きのある被写体

(croquis:仏語) の速写瞬時に対象を描写する訓

練

スケッチ (sketch:英語) 線と面による描写 写生画、略図

細部まで観察する写生

色彩を用いた描写 現場での記録画
ーーーーー--】----ーーーーーー戸『ーーーーー

ドローイング 線描

(drawing:英語) タブ口ーの小下図的役割

デッサン 面による明暗描写 明暗描

(dessin:仏語) 写立体感を意識した描写

モチーフの構造を意識した描写

長 光と影による明暗表現の訓練

工スキース 完成作品のための下描き、習作

(esquisse:仏語)

下絵、下図

表 1 クロッキーと類義語との関係
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クロッキーはフランス語ではoqUIS、スケッチは英語で sketchである。両者は前述の通り同義

語であるが、現在の日本における意味合いは多少違いが見受けられる。やはり前者のクロッキー

の方が、より短時間で仕上げる制作に用いられている。クロッキーは最も短時間で行う描写方法

のため、瞬時に対象を描写することが求められる。したがって、動物や人体など動いている対象

を描写するときに用いることが多い。素早く対象を捉える訓練としても行われる。またデッサン

はフランス語で dessInであるが、一般的にはじっくりと時間をかけて描き出す作品に用いられて

おり、上述のなかでも最も時聞をかけた作品に該当する。

最後にエスキースについてであるが、これは、例えば油彩画や水彩画の完成作品のための構想、

下描きを意味し、時間制限も特にないものが一般的である。エスキースは技術を身につけること

が目的というよりも、あくまでも最終作品を描くためのプロセスとして用いられている。

以上の事項について、表 1にまとめてみた。制作時間等の違いでそれぞ、れの役割は変化している

のが理解できる O では、クロッキーとしての種類と、それぞれの描写方法について次節にて考察

していく O

2岡 クロッキーの種類

前節では、クロッキーおよびその類似語に関して、それぞれの役割の違いについて考察したが、

ここではクロッキーにおける役割や目的の違いによる分類を試みていく。

クロッキーは前節でも述べたとおり、短時間で描かなければならないため、線だけの描写や簡単

な着彩のみでの制作となるのが一般的である。しかし、制限された時間の中でも描画法を変える

ことで、各々の目的に応じた表現をすることが出来る。それに伴って、描画法だけではなく用い

る画材についても違いが見られる。本節ではクロッキーの制作時間の違いによって、 4つに分類

してみることにする O

まず 1つ目は線のみで描く方法である。これは最も短時間で¥すばやく対象を捉えられる描き

方のため、輪郭線による大まかな形体把握や、動いている対象をその場で記録することが可能で、

ある。また、線のみで措く場合でも、強弱をつけて画材を対象の特長に合わせて使い分けること

(例えば鉛筆からペンなどに変えるなど)で、材質感・立体感を表現することができる。

2つ目は陰影をつけて描く方法である。この方法は、 1つ目に挙げた線のみで描く場合よりも

時間に余裕がある場合に採られ、より立体感を引き出すことができる。また、陰影をつけること

で、どこに光が当たっていて、どこが最も暗いかなど、明暗対比の表現にもなる。ここで気をつ

けたいことは、時間をかけて陰影を描くデッサンとは目的が異なるため、細部にこだわらず、大

きく明暗をつけていくことが大切である。ある文献に、クロッキーの大切な条件の 1っとして1<部

分を見ながら全体へ，全体を見ながら部分へ>(3) Jという点が挙げられていることからも、クロッ

キーは大きく全体を見る眼力を養うことが求められていることがわかる。

3つ目は中心棋など、対象の骨組みを意識して描いていく方法である。これは対象の中身の構
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造をとらえ、実体に則した、より正確な描写をすることが出来る。この描き方は、 1つ目に挙げ

た輪郭線から描いていく方法と違い、最初に、例えば人物ならば、肩や腰の傾きなど、体を支え

る基本となる骨組みから描いていく方法である。ここでも、各部分をパラパラに描くのではなく、

全体を意識しながら描いていくことが大切になる。また、その骨組みをもとに、それに付随して

いる筋肉などもひとつの塊としてとらえ、細かな部分はあまり気にせずに、大きな動きをとらえ

ていかなければならない。

そして最後が着彩も取り入れて描く方法である。クロッキーにおける着彩では、 2つの見方が

存在する。ひとつは明暗・陰影表現に水彩を用いる方法、もうひとつは固有色に応じた色彩を水

彩で着彩する方法である O 前者はクロッキーの 4つの分類の中の 2つ日の陰影表現と共通した要

素を持っている。陰影表現を水彩絵の具で行うことにより、作品全体の色調が決定し、『明日音』

の要素だけではなく『色相』の要素が加わることになる。後者はモノトーンの画面に有彩色が加

わることにより、固有色の情報が記録されることになる O それによって、クロッキーそのもの以

外にもタブローのエスキース的役割を持つことができる O

制作時間 クロッキーの種類 役割(目的) 主な描画材

主豆 線のみによる描写 速写、線描の訓練 鉛筆、ぺン、コンァ鉛筆

線+一部の陰影描写 短時間での立体感把握 鉛筆ペン、コンアパスアル l

線+一部の陰影+骨組 短時間での立体感、構造の 鉛筆、ぺン、コンァ、パスァル

の描写 把握

線+着彩 明暗と色相描写の訓練 鉛筆、ペン、コンァ、パスァル、

長
(陰影・固有色等) タブ口ーの下図 水彩絵の具

表2 クロッキーの種類と役割

このように、クロッキーは、制作時間の長短によってさまざまな肉付けをすることが可能で、

作者の目的によって描き方は変わり、描画形態も数多く存在しうる。前節同様、制作時間の変化

に応じてそれぞれの役割は増していることが理解できる。したがって、制作時聞が長くなると、

クロッキーの枠を超えて、スケッチやデッサンに近い役割を含んでいくことになる O 前に述べた

とおり、クロッキーにおける最大の特慨は『速写』である O その目的を顕著に表現できるものは

表2の最初に書かれている、線のみの描写ということになる。

そこで次章では、線のみの描写を中心としたクロッキー技法を用いて、特に人体モチーフとし

た制作に関して技法的側面から考察を進めてみたい。
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E 人体クロッキーの実際

1圃人体クロッキーの意義と目的

人体は絵画分野においても、過去から現代の作品に至るまで、最も多く扱われているモチーフ

と言っても過言ではない。したがって、人体を描写できるようになるためには、かなりの修練を

必要とされる。その形体は実に複雑に創られており、故に数多くの形体パターンが存在する。ま

た、人体の質感表現においては、皮膚の表現方法に左右される。人体の皮膚そのものは比較的薄

く、半透明で軟らかい性質であるが、皮膚の下には脂肪や筋肉、骨などがあるため、それらの質

感に応じて描写も変化を要することになる。このように複雑な人体を自由に表現できるようにな

るためには、まずは多くの形体パターンを、一枚でも多く描写することが近道である。そのため

にもクロッキーによる人物描写はきわめて有効であると言える。

クロッキーによる人体描写による効果として、まず、大まかな人体の動勢や量塊を瞬時に捉え

る描写力の向上が挙げられる。次に人体の比率・比例・傾きを通した描写と、奥行き・立体感を

念頭に置いた描写の向上がある。前者は人体クロッキー技法の平面的観点によるものであり、後

者は立体的観点によるものと言える。いずれも、長時間描写のいわゆるデッサンによる制作にお

いても習得できる要素である訳であるが、クロッキーの場合、対象を観察したあとに絵に置き換

える際の『速さ』の訓練になるため、デッサンでは得られない描写力が身に付くはずである。

次節では、実際に行ったクロッキ一作品や過去の巨匠による参考作品から、人体クロッキー技

法の平面的観点と立体的観点から検証してみる。

2開平面的観点から

本節では、人体クロッキー技法における平面的側面から分析していくが、まず該当する観点を

挙げてから参考作品を用いて当てはめてみたい。

まず人体描写の場合、比例による見方は重要な要素である。その理由は、他のモチーフに比べ

て人体の比率に一定の法則が成り立っているからであろう。年齢に大きな差がない人体は概ね同

様の比率で成り立っている。例えば、身長に対する頭部や腕、足の長さの比率、目、鼻、口の比

率など、ほほ同様の数値で成り立っている。これらは、人体の骨格が一定の比率で作られている

ことにより派生している。

もう一つは、傾きや角度による見方である。これらも人体の骨格の成り立ちが大きな要因であ

る。さらに人体は、可動部が多い故に、何種類もの複雑な形体を生み出すことができるため、形

体の違いによって複雑な傾きを生み出すことが可能である。そのような人体を描写する上で、傾

きや角度の理解は重要な位置にある。傾きを読み取るためには、水平線と垂直線の利用が欠かせ

ない。そして、そのふたつの線から成り立つ直角三角形の形状を参考にして、傾きを割り出す方

法が有効である。しかしデッサンとは違い、短時間の制作であるクロッキーの場合は、それらの
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線を用紙に描き込まず、モチーフの画像に当てはめて、その画像を記憶して描写に生かすといっ

たプロセスが理想的である。

"亀s、zも
勺な

図上学生 (A)によるクロッキ一作品

図lは学生によるクロッキ一作品である。同ーの作者であり、それぞれ5分で左上・右上・左

下の順に制作している。上段にあたる 4作品では、頭部や腕の長さの比率が実物とやや異なって

いる箇所が見受けられるが、下段の 2作品については正確なプロポーションによって描かれてい

る。枚数を重ねることによる慣れもあると思われるが、下段描写の前に比率を再確認しているこ

とが、制作に変化をもたらした第一の要因であろう。

図2のクロッキ一作品は、かなり的確な線による形体が表出されているが、左上の最初の 2点

には、まだ線の迷いが多く見られている。その後の作品では、水平線と垂直線を積極的にイメー

ジして制作したため、迷いのない、リアルな輪郭線が描き出されている。プロポーションに関し

でも、後半の作品では腕や足と胴との比率が的確であり、 2次元の平面的観点での描写が達成さ

れていると言える。
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図2.学生 (8)によるクロッキ一作品

図 3.学生 (C)によるクロッキ一作品
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図4. レオナルド・ダ・ヴインチの人物クロッキー

図5.アンドリュー・ワイエスの淡彩画

e e 

3.立体的観点から

ここでは前節の平面的側面から

さらに一歩進んだ見方である、立

体的側面について考察する。

図3は、図 I、2と同様に学生

作品であるが、立体的な見方をし

た作品となっている。明暗描写を

したハッチングの箇所が一部にあ

るのもその要因であるが、線だけ

を見ても、常に立体感を意識して

描写していることが読み取れる。

しかし残念な点は、立体感を表

現するあまり、線の勢いや抑揚と

いった、クロッキーの最大の魅力

である糠描の美しさがまだ表出さ

れていないことである。

明暗表現に頼らずに、線だけで

立体感を表わすのは、極めて高度

な見方や技法を要する。このよう

な描画法が、クロッキーにおける

最終的な到達点であり、理想的な

表現であると言える。つまり、前

節で考察した平面的観点と本節の

立体的観点の双方を念頭において

描写を進めていき、なおかっそれ

らをほぼ一本の線に置き換えるの

である O その結果生み出される抑

揚のある線によって、作品から三

次元的空聞が読み取ることができ

るようになる。

図 4のダ・ヴインチのクロッ

キーは一部に明暗表現としてハッチングが使われており、描画材の特質から強弱のある線が描か

れているが、それらを差し百|いても立体感のある輪郭線が用いられているのが読み取れる。髪や

衣服など柔らかい質感の箇所を筆圧を低くして細くやわらかい線で表現している。しかしそれら
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は質感表現の描写だけではなく、最も焦点を当てて表現したい顔の部分より手前または奥にある

個所の表現として、線の強弱を巧みに利用しているのである。

図5はワイエスの作品であるが、淡彩によるものであるため、本章で、扱っている他のクロッキ一

作品よりも時間をかけて制作しているが、線のみを取り出して注視してみると、実に色々なタイ

プの線が描かれているのがわかる。図4のダ・ヴインチ同様、焦点から外した肩の線、頭頂部の

線などはかなり筆圧を落として描いているのが想像できる。

以上の 2作品のように、線描中心でありながらも立体感がはっきりと読み取ることができ、画

面に 3次元的広がりが表出されるようなクロッキーを、最終的には目ざすべきである O 本来、立

体感の表現はデッサンを筆頭に、時間をかけてモチーフを同ーの面に分類し、それらのトーンを

変えることで認識させている O これらの役割を椋のみに任せることは、言わば「面の線への置換

(4)J ということであり、単なる形と形を仕切る輪郭線ではなく、面を抽象化、単純化して生み

出された線と言える。このような線を表現するようになるには、数多くのクロッキーやデッサン

の訓練が必要で、あるということは、まぎれもない事実であろう。

U おわりに

本稿では、人体をクロッキーすることの意義と主な描画法について述べてきた。各々の箇所で、

具体的なクロッキーの分類と描画法が存在することが確認できたと思われる。クロッキーはデッ

サンと同様に絵画の基盤となっている O 生き生きとした線で表現されたクロッキーは実に魅力的

であり、習作を超えて作品と同等の魅力と価値を生み出している。今後もこの最もシンプルな描

写方法であるクロッキー技法の研究を進め、表現方法の新たな展開や教育への還元を図りたい。

引用文献

(1) 新村出/編、「広辞苑第六版」、岩波書庖、 2008年(第六版)、 p.842

( 2 ) 佐藤亮一/発行、「新潮 世界美術辞典j、新潮社、 1985年、 p.454

( 3 ) 西丸武人、「クロッキー教室J、美術出版社、 1980年、 p.28

(4 ) 岩田弥富、『造形的修練としての素描論J、芸大出版会、 1971年、 p.132


	11_Okeda絵修正_Part1
	バインダ1-2
	lib066_Part1
	lib075

	11_Okeda絵修正_Part3

